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町民の動き

人口… 3,188人(-11)

男… 1,536人(- 4) 

女… 1,652人(- 7) 

世帯数
…1,082世帯(- 5) 

（平成13年5月31日現在）

六
月
一
日
か
ら
課
の
名
前
を
変
更
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
み
や
す
い
、
や
さ
し
い
名
前
と
し
、
併
せ
て
、
座
っ
て
い

た
だ
い
て
応
接
の
で
き
る
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ

ー
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
役
場
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
明
る
い
窓
口
で
ご
不

便
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
職
員
が
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
職
員
の

名
札
も
大
き
く
な
っ
て
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

今
月
号
の
主
な
内
容
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＠r; 編集 • 発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 印刷／佐川印刷株式会社 発行／毎月20日1回・全戸配布



~. 

|
 

役 場 人 事 沢 動
． | 

“気分一新’'新しい体制でのスタートとなりました。
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雄

6月1日から各課の名称が、次のよう

に変更になりました。

わからないことは、お気軽に職員にお尋

ねください。
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産業課 —----------、ー、こ、一--一► 産業おこし課

町民課 …ー一―--------
戸 くらしの窓口課

総務課（税務係） _:

建設課 —--------------ー ャ 生活基盤づくり課

福祉課 …-----------ー→健康づくり課

ダム対策課 ……――— ー ダム推進課

出納室 —---------------＿三会計室

]
ー
館
長
補
佐
[
R
畦
崎

]
ー
館
長
補
佐
◎
畦
崎

和
男

丘
一
（
西
本
い
つ
子
）

嗣
耐

松
雄
）

]
ー
館
長
補
佐
[
R
畦
崎

和
男

和
男

学

R

沖

田

昭
子
）

敏
広

社
会
教
育
係
長
[

宮
田
千
代
子

光

雄

冨

永

萬
徳
京
子
）

]
I
総
務
学
校
教
育
係
長

[

大予正中
子

谷林山野

（
冨
氷

一
宮
田

清
輝

鈴
子

沖
田
敏
広
（
林

G
・
バ
ン
ト
ッ
ク 亀

井

和

夫

坪

井

沖
野
由
美
子
）

桑

原

昌

子

上

野

順

子

堀

川

千

賀

子

三

好

幸

恵

冨
氷
チ
ズ
子

重
岡
美
須
寿

（
冨
永
泰
江
）

予
子
林
小
上
田

智
子
（
北
本
住
恵
）

飛

野

弘

幸

三

瀬

健

中

岡

稲

生

一
新

実
雄

31広報ひじかわ 219号



国

田

含

国

因

毎

五
月
十
四
日
、
第
三
―
二
回
肱
川
町
議
会
臨
時
会
が
開
か

れ
、
町
長
か
ら
初
議
会
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

提
案
さ
れ
た
議
案
三
件
が
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案
は
、
肱
川
町
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例
、
窓
口
事
務
改
善
に
伴
う
備
品
購
入
費
三
百
万

円
の
補
正
予
算
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
正
副
議
長
の
選
挙
及
び
委
員
会
の
構
成
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

町
長
就
任
後
初
め
て
の
議

会
を
招
集
し
全
議
員
の
皆
さ

ん
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

ご
あ
い
さ
つ
で
き
る
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
こ
の
度
の
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
議
員
の
皆

様
町
民
各
位
の
あ
た
た
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
第
八
代
肱
川
町
長
と
し

て
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
上
は
皆
様
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
信
頼
と
期
待
に
こ
た

え
る
た
め
、
新
た
な
決
意
と

情
熱
を
も
っ
て
町
政
発
展
の

た
め
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
何
卒
一
層
の
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

私
は
町
政
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て
次
の

こ
と
を
推
進
し
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
も
う

す
で
に
ご
承
知
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
よ
う
に
私
の
基
本

理
念
は
、
あ
な
た
の
声
か
ら

始
め
る
町
づ
く
り
、
二
十
一

世
紀
の
安
定
し
た
生
活
基
盤

づ
く
り
、
や
さ
し
さ
と
思
い

や
り
の
あ
る
町
政
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
町
政
の
主
役

は
町
民
の
皆
さ
ん
で
あ
り
ま

す
。
町
職
員
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
一
丸
と
な
っ
て
自
分
の

心
に
風
を
お
こ
し
新
し
い
風

を
吹
き
込
ん
で
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

山
鳥
坂
ダ
ム
は
町
の
活
性

化
を
図
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
り
ま
す
。
国
、
県
の

動
向
が
注
目
を
さ
れ
ま
す

が
、
肱
川
町
に
と
っ
て
是
非

実
現
を
さ
せ
た
い
大
事
業
で

あ
り
ま
す
。

本
日
、
上
程
い
た
し
ま
す

課
の
設
置
条
例
で
は
ダ
ム
対

策
課
を
ダ
ム
推
進
課
に
改
称

い
た
し
ま
す
と
同
時
に
、
一

名
の
担
当
職
員
の
増
員
を
計

り
町
の
振
興
計
画
の
策
定
、

岩
谷
地
区
の
皆
さ
ん
と
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
、
京
造
問
題
や

下
流
域
対
策
に
積
極
的
に
意

を
注
い
で
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
十
七
日
に
流

域
の
協
議
会
役
員
会
が
大
洲

市
で
開
催
を
さ
れ
、
国
、
県

の
見
直
し
案
が
発
表
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
市
町
村
合
併
問
題

は
来
る
べ
き
時
に
備
え
て
三

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足

さ
せ
ま
す
が
、
早
速
そ
の
手

段
と
し
て
今
月
の
定
例
部
落

長
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

依
頼
す
る
こ
と
と
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
肱
川

中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に

も
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
農
林
業
対
策
は
私

も
積
極
的
に
組
織
団
体
グ
ル

ー
プ
等
に
出
席
を
し
て
町
独

自
の
支
援
策
を
打
出
す
べ
く

検
討
作
業
に
入
っ
て
お
り
ま

す
。少

子
高
齢
化
対
策
で
は

「
ぽ
っ
ぽ
園
」
の
零
歳
児
受

入
れ
の
た
め
の
職
員
の
増
員

を
図
り
、
受
入
れ
の
た
め
の

施
設
の
増
設
と
検
討
作
業
に

久
保
田
町
長
初
議
会
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
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入
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
行
き
無
料
バ

ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
走
行

経
路
の
研
究
、
導
人
車
両
の

見
積
等
を
行
い
、
該
当
者
の

皆
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
用
意
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。

過
疎
化
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
周
辺
地
域
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
化
を
図
る
べ
く
町
内

遊
休
地
の
調
査
を
今
月
中
に

行
い

、
広
報
紙
な
ど
で
も
啓

発
を
す
る
こ
と
と
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
公
約
に
掲

げ
ま
し
た
項
目
に
つ
い
て
は

既
に
そ
の
作
業
に
入
っ
て
お

り
ま
す
が
、
す
ぐ
実
行
で
き

る
事
柄
に
つ
い
て
ょ
庁
舎
内

の
窓
口
改
善
の
一

霞
と
し
て

ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
町

立
図
書
館
の
立
ち
上
げ
、
意

識
改
革
の
た
め
の
課
名
の
変

更
な
ど
今
月
中
に
整
え
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
私
は
誠
心
誠
意
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
掲
げ
ま
し
た
公

約
実
現
の
た
め
に
一
生
懸
命

頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
倍
旧
の
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。本

日
は
、
今
申
し
上
げ
ま

し
た
中
の
課
の
設
置
条
例
の

改
正
案
、
窓
口
事
務
改
善
の

た
め
の
関
連
予
算
を
上
程
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
意
を
お
汲
み
取
り
い
た

だ
き
ご
審
議
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
冒
頭
、

初
議
会
に
あ
た
っ
て
の
あ
い

さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

を
い
た
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
正
副
議
長
の

選
挙
及
び
委
員
会
の
構
成
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

に に

山

崎

[
監
査
委
員
]

退

[
産
業
委
員
会
]

◎

二

宮

秀

一

森

繁

夫

泉

福

男

国
鳥
坂
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
]

◎

山

口

吉

浩

0
松

全

議

員

保

弘

務

金
次
郎

゜山神岩

本

金

次

郎

崎井田

悪忠
． 

退郎義

面
務
委
員
会
]

◎

福

山

渡

邊

松

本

゜山沖藤

口浦川

一臣又．
口只

浩嗣貢

員
長

0
は
副
委
員
長

（敬
称
略）

議

長

渡

邊

弘

務

副

議

長

森

繁

夫

議

長

渡
邊
氏

副
議
長

森

氏

.
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
 

を
選
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昭
和
三
十
年

肱
川
村
消
防
団
員

昭
和
四
十
九
年

肱
川
町
消
防
団
長

消
防
歴
三
十
六
年

平
成
十
三
年
春
の
叙
勲

「勲
五
等
瑞
宝
章
」
を
、
元

肱
川
町
消
防
団
長
の
山
内
氏

（
下
鹿
野
川
）
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
章
は
、
消
防

関
係
者
に
と
っ
て
は
最
高
の

栄
誉
で
あ
る
と
と
も
に
肱
川

町
に
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
名

誉
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
五

月
十
日
東
京
で
行
わ
れ
た
伝

達
式
で
は
、
消
防
庁
長
官
か

ら
直
接
山
内
氏
に
賞
状
と
記

念
品
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
心
よ
り
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

例---~ 
元肱川町消防団長

山内牡亮氏（71オ）

山
内
牡
亮
氏

春
の
叙
勲

「
勲
五
等
瑞
宝
章
」
を
受
章

【最優秀賞 (1点）】

清流の里・ ひじかわ
今岡義博さん（中

森

森

野）

【佳作 (5点． 6人）】

せせらぎ

栗木紗也香さん

（肱川中学校 2年）

出水美菜子さん

（肱川中学校 3年）

ひじかわ街逍一休さん

二宮賢一郎さん（

やすらぎの里肱川

山下 博さん（瓜生谷）

リバーサイド鹿野川

兵頭 茂さん（

肱川ふれあい TOWN

冨永結衣さん（松山市）

次
の
と

広
報
四
月
号
で
募
集
し
て

お
り
ま
し
た
「
道
の
駅
」
の

名
称
が
こ
の
ほ
ど
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
、
三
七
五
点

に
も
の
ぼ
り
、
応
募
い
た
だ

い
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

選
考
の
結
果
は
、

お
り
で
す
。

••••••• .. •· - -... ．．  ． ． ． ． ． ． 
：「道の駅」：． ． 
．、屋） ⑱.： 
．．怠⑱参．．．．.．.．．．.. 

に
、
決
ま
り
ま
し
た
。

見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
今
岡
義
博
様
に
は
賞
金
五

万
円
を
、
佳
作
に
選
ば
れ
た

皆
様
に
は
賞
金
一
万
円
（
中

学
生
以
下
の
皆
様
に
は
、
図

書
券
）
を
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
表
彰
式
は
、
十
二

月
一
日
の
肱
川
町
「
道
の
駅
」

清
流
の
里

・
ひ
じ
か
わ
の
オ

ー
プ
ン
時
に
お
こ
な
い
ま
す
。

「
道
の
駅
」
の

名
称
募
集

に
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
応

募
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

肱
川
町
「
道
の
駅
」

清
流
の
里
・
ひ
じ
か
わ

道
の
駅
の
正
式
名
称
は
、

一
採
用
予
定
人
数

二

受

験

資

格

、
ヽ
~

U
日
本
国
籍
を
有
す
る
心

身
と
も
に
強
健
な
者
。

②
昭
和
五
十
一
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高

等
学
校
を
卒
業
若
し
く
は

平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
者
。

③
地
方
公
務
員
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
二
六
一

号
）
第
十
六
条
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
。

④
採
用
後
は
、
大
洲
市
、
長

浜
町
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
、

肱
川
町
、
河
辺
村
の
い
ず

四
人

れ
か
に
居
住
可
能
な
者
。

三
試
験
の
期
日
・
場
所

第
一
次
試
験

平
成

13
年

9
月
16
日
⑪

午
前

9
時
i
午
後
5
時

大
洲
消
防
署

第
二
次
試
験

平
成

13
年

10
月
下
旬
予
定

第
二
次
試
験

平
成

13
年

11
月
上
旬
予
定

四

受

付

期

間

平
成

13
年

7
月

10
日
閲
か
ら

平
成

13
年

8
月

17
日
②
ま
で

五

問

合

せ

先

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組

合
消
防
本
部
総
務
課

6
0
8
9
3
_
2
4
|
0
1
1
9
 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••.••••••••••••••••••••• 
云
西
予
な
ん
で
も
バ
ス
ツ
ア
ー
云
来
る

五
月
―
―
十
五
日
⑤
、
「
西
予
な
ん
で
も

バ
ス
ツ
ア
ー
」
の
参
加
者
四
十
名
が
、
風

の
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
の
バ
ス

ツ
ア
ー
は
、
五
十
崎
町
で
手
す
き
利
紙
を

体
験
し
た
り
、
野
村
町
で
ろ
う
け
つ
染
め

を
体
験
し
た
り
し
な
が
ら
西
予
地
区
を
巡

る
も
の
で
、
肱
川
町
の
風
の
博
物
館
で
も

熱
心
に
係
員
の
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消

防

吏

員

採
用
試
験
案
内
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介
護
保
険
制
度
が
平
成
十
二
年
四
月
＿
日
か
ら
始
ま
り
一
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
昨
年
四
月
一
日
か
ら
、
介
護

保
険
料
の
徴
収
は
昨
年
の
十
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
町

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て

い
る
事
業
所
が
三
か
所
あ
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
朝
、
事
業
所
か

ら
迎
え
に
来
て
も
ら
い
、
事
業
所

施
設
内
で
入
浴
し
た
り
、
昼
食
を

食
べ
、
午
後
―
二
時
過
ぎ
事
業
所
か

ら
家
ま
で
送
っ
て
も
ら
う
サ
ー
ビ

ス
）
を
行
っ
て
い
る
肱
川
町
指
定

通
所
介
護
事
業
所
（
肱
流
苑
）
と
、

肱
川
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
（
要
支
援

・
要
介
護
認
定
を
受

け
ら
れ
た
方
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
介
護
計
画
を
立
て
る
所
）
、

肱
川
町
指
定
訪
問
介
護
事
業
所

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
利
用
者
宅

を
訪
問
し
、
家
事
援
助
掃
除

・
洗

濯
・
食
事
の
準
備
や
、
人
体
介
護

入
浴
等
を
行
う
）
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
は
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
、
シ
ョ

ー
ト

ス
テ
イ
（
施

設
で
数
日
間
宿
泊
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
。
要
介
護
度
ご
と

に
日
数
が
決
ま
っ
て
い
る
一
般
給

付
と
、

一
般
給
付
を
使
い
終
わ
っ

た
後
、
要
介
護
度
ご
と
の
限
度
額

内
で
利
用
で
き
る
特
例
措
置
が
あ

り
ま
す
）
等
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

町
が
運
営
し
て
い
る
施
設
以
外

に
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
事
務
組
合
で
運
営
し
て
い
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か
わ
か
み

荘
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（
短
期
入
所
）
、
施
設
入
所
（
要
介
護

度
の
方
で
施
設
に
入
所
し
て
介
護

保
険
を
受
け
る
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
で
、
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
お
ら
れ
る
方
は
、
一
月
を

例
に
取
っ
て
み
ま
す
と
、
一

〇
七

名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
は
、
在
宅
（
家
に
い
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
）
の
方
が
六

十
五
名
、
施
設
入
所
が
二
十
五
名

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
残
り
の
十

七
名
の
方
は
、
介
護
保
険
に
認
定

さ
れ
て
い
て
も
、
介
護
保
険
を
利

用
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。

（表
1
参
照
）

認
定
者
の
介
護
度
は
徐
々
に
上

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

町
が
支
払
っ
た
給
付
費
（
介
護

保
険
を
利
用
し
て
町
が
支
払
っ
た

金
額
）
は
、
四
月
か
ら

一
月
の
十

ヶ
月
間
で
、
約

一
億
七
百
万
円
、

ひ
と
月
に
約

一
千
万
円
を
払
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（表
2
参
照
）

次
に
各
事
業
所
ご
と
に
目
を
向

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
年
間

延
べ
人
数
は
七
百
三
十
三
名
で
月

平
均
六
十
四
名
程
度
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
（
介
護
計
画
）
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
町
内
の
認
定
者
で
家
に
居

て
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
ほ
と
ん
ど

表 1

介護保険状況について

要支援・要介證区分

要支援 1 2 3 4 5 計

平成12年

3月末現在
26 29 14 10 17 14 110 

平成13年

2月末現在
14 31 21 13 12 16 107 

［内訳］在宅…82名施設…25名 計 …107名

（施設内訳
町内・・・・・・・・・12名 町外・・・・・• 6名

老健施設… 5名 療養型… 2名）

表 2

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
所
介
護
事
業
所
で
は
、
五
十

九
名
の
方
が
介
護
保
険
で
延
ベ

ニ

千
五
百
四
十
名
が
利
用
し
て
い
ま

す
。訪

問
介
護
で
は
、
延
ベ
ニ
百
七

十
名
、
月
二
十
三
名
の
家
を
訪
問

し
て
い
ま
す
。
月―

一回
か
ら
毎
日

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
た
て

た
計
画
か
ら
逆
算
す
る
と
、
自
宅

で
介
護
保
険
を
受
け
て
い
る
方
の

介
護
度
ご
と
の
限
度
額
に
対
す
る

利
用
率
は
、
約
二
十
三
・
六
％
で
す
。

最
後
に
、
介
護
保
険
料
だ
け
徴

収
さ
れ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
の
に
と
思
わ
れ
る
方

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
み

な
さ
ん
が
支
え
合
う
こ
と
で
介
護

保
険
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
今

1月のサービス利用状況

•在宅 •• •65名施設…25名

給付費 (4月～1月 10カ月）
・ 107,160,776円 l力月平均…10,716,077円

・内訳施設…69,263,788円

在宅…37,896,988円

計・・・90名

は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
で
も
将
来
利
用
す
る
日
が
来
な

い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
介
護
保
険
だ
け
を
み

て
老
人
の
方
が
健
康
で
あ
る
と
は

一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
。
医
者
に

か
か
っ
た
場
合
は
医
療
保
険
に
該

当
す
る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、

両
方
を
合
わ
せ
て
み
な

い
と
本
当

の
結
果
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
、
体
と
頭
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
使
っ
て
、
健
康
に
注
意
す

る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
一
年
は
ど
の
よ
う
に
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い

か
、
そ
れ
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
―

一年
目
に

人
り
、
利
用
者
の
方
の
要
望
を
的

確
に
捉
え
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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五
月
二
十
五
日
金
曜
日
の

午
後
、
内
子
町
保
健
セ
ン
タ

ー
で
恒
例
の
、
肱
川
町
と
内

子
町
の
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
脳
卒
中

後
遺
症
等
の
方
を
対
象
に
、

心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
月
一
回
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
年
に
一
回

は
、
内
子
町
の
リ
ハ
ビ
リ
敦

室
と
の
交
流
会
を
し
て
い
ま

す
。 リ

ハ
ビ
リ
教
室
・

内
子
町
と
の
交
流
会

当
日
は
、
内
子
町
八
名
、

肱
川
町
八
名
の
方
の
参
加
が

あ
リ
そ
れ
ぞ
れ
円
に
な
っ

て
、
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

三
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
四
つ
の
ゲ
ー
ム
を
行
い

ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
、

①

＿
億
円
ジ
ャ
ン
ケ
ン

②
動
く
玉
入
れ

③
パ
タ
パ
タ
ゲ
ー
ム

④
ビ
ン
コ
ゲ
ー
ム

で
、
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
と

頭
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
組
み

合
わ
せ
て
行
い
、
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
、
二
時
間
が
あ
っ 自 己紹介

閉会

自己糸認、、 （ 

クル-7喩t1
ゲーム （ 
蛉屎萩告知O翌）／

鱈会 ｛ 
得会

I、‘00

( 

3、-00

と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
「
ま
た
来
年

も
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
約
束

し
て
、
内
子
町
を
後
に
し
ま

し
た
。

1億円ジャンケンゲーム パタパタゲーム

攣 暉 疇鴫謳疇匹顕宣瓢』瞬麟
大洲保健所では今年度も次の相談を行います。日頃悩んでいる方、お気軽にご相談ください。

0女性の健康相談（生涯を通じた女性の健康に関する相談）

実施日時： 毎月第3木曜日 16:00,,..,__, 1ワ：00
ワ／19 8/ 16 9/20 10/ 18 

実施場所： 大う州保健所

担当者： 市立大う州病院

保健婦

産婦人科医師

11 / 15 

城戸美穂

0思春期保健相談（思春期の子ともに関する相談）

実施日時： 毎月第4木曜日 13:00,,....___,, 16:00 
ワ／26 8/23 9/2ワ 10/25

実施場所： 大う州保健所

担当者： カウンセラー

カウンセラー

保健婦

11/22 

長谷川美和子（偶数月）

伊賀上朋子 （奇数月）

12/20 

12/2ワ

1 / 1ワ

1/24 

2/21 

2/28 

3/14 

3/28 

※電話予約が必要です。

※無料です。
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年金だより

鯖 しないともらえ麦
それぞれの年金は、受けられる資格が発生しても本人が請求しなければ支給されません。

年金を受ける資格が発生したら忘れずに請求しましょう。

年金を請求するには、裁定請求書を提出するほかに請求書に添えなければならない書類が

あります。詳しいことは、それぞれの提出先にお問合せください。

裁定請求書の提出先は、次のとおりです。

を
請
求
す
る
場
合

老

齢

基

礎

年

金

老
齢
・
退
職
給
付

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

障
害
・
遺
族
給
付

を
請
求
す
る
場
合

ずっと国民年金だけの方

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓口

ずっと公務員等（共済組合制度加入）の方

ア 単一共済組合期間のみの場合

加入していた共済組合の担当窓口

イ 複数の共済組合に加入した場合

老齢基礎年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

複数の年金制度に加入していた方 一（ただし、該当する制度について）一

ア 年金を請求する段階で最後に加入していた制度が国民年金の場合

老齢基礎 ・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

イ 年金を請求する段階で最後に加入していた制度が厚生年金保険の方

老齢甚礎・厚生年金は、最後に勤めていた事業所（船員にあっては船舶所有

者）を管轄する社会保険事務所または都道府県主管課船員保険係

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

ウ 年金を請求する段階で最後に加人していた制度が共済組合制度の方

老齢基礎 ・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

障害の原因となった病気 ・けがの初診日、または死亡日が

ア 国民年金加入中の場合

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓口

イ 厚生年金保険加入の場合

年金を請求する段階で勤めていた事業所（船員にあっては船舶所有者）を管轄

する社会保険事務所または都道府県主管課船員保険係

ウ 共済組合制度加入中の場合

それぞれの共済組合の担当窓口

91広報ひじかわ 219号
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 疇

”

疇

會

疇

疇

會

疇

疇

疇

疇

會

疇

疇

疇

疇

會
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こ
ん
に
ち
は
。
愛
.
女
性
塾
で
す
。

私
達
愛
.
女
性
塾
は
、
『
女
性
の
感

性
と
視
野
を
磨
き
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
を
見
つ
め
な
お
す
』
と
い
う

目
的
の
も
と
、
甲
る
<
-
元
気
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
内
容

は
、
鹿
野
川
大
橋
た
も
と
の
花
壇

の
花
栢
え
や
、
地
域
行
事
へ
の
参

加
な
ど
で
す
。
花
壇
の
花
植
え
は
、

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
い
つ
も
季
節
の
花
を

楢
え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
花

壇
を
見
た
町
民
の
方
々
か
ら
、
あ

た
た
か
い
言
葉
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
リ
ま
し
た
。
地
域
行
事
へ

の
参
加
は
、
鹿
野
川
夏
祭
リ
で
の

笹
飾
リ
の
出
DOD
や
、
ふ
れ
あ
い
祭

リ
で
の
バ
ザ
ー
や
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
去
年

は
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
に
も
出

場
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
好
成
績

を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
総

会
や
勉
強
会
、
一
日
研
修
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
年

に
二
回
し
か
あ
リ
ま
せ
ん
。
ど
れ

も
塾
生
全
昌
で
仲
良
く
、
楽
し
く
、

が
ん
ば
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

た
だ
―
つ
残
念
な
こ
と
は
、
塾

生
の
人
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
現
在
塾
生
は
、
全
員
で
十

名
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
愛

▼
女
性
塾
で
は
、
新
し
く
塾
生
に
な

っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
、
大
募
集

し
て
い
ま
す
。
肱
川
町
に
住
ん
で

い
る
女
性
の
方
な
ら
誰
で
も

0
k

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
主
婦
の
方
や
、

子
供
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で

も
大
歓
迎
で
す
。
私
達
と
一
緒
に

楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

贔
≪
 

▲ ≪ 

図
開
寵
曰
図
国

『
殴
＞
舎
伯
因
』

書 診

亀,. 

~
編
~
贔
~
亀
~
曇
~
亀
~
暴
~
屡

疇
、、鴫..

書
鴫 鴫 臀鴫 鴫 • ＊ 

今
年
も
梅
雨
の
季
節
と
な

リ
ま
し
た
。

こ
の
時
季
は
、
長
雨
や
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
リ
、
毎
年

全
国
各
地
で
が
け
く
ず
れ
や

地
す
ベ
リ
、
家
屋
の
浸
水
な

ど
の
災
害
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

当
地
方
に
お
い
て
は
、
先

般
発
生
し
た
芸
予
地
震
（
震

度

5
弱
）
に
よ
リ
地
盤
が
ゆ

る
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
予
想

さ
れ
、
思
わ
ぬ
災
害
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
リ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
尊

い
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

0

家
の
周
リ
の
排
水
路
を

掃
除
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

0

家
の
周
囲
に
急
候
斜
地

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
亀

裂
や
段
差
が
で
き
て
い
な

い
か
点
検
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

0

家
の
近
く
の
谷
川
な
ど

が
に
ご
っ
た
リ
、
家
の
周

囲
の
急
傾
斜
地
に
亀
裂
や

段
差
が
で
き
た
と
き
は
、

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

0

万
一
に
備
え
て
家
族
で

身
近
な
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
決
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

鴫 .鴫 ≪鴫 ≪ • ≪ ． ≪
 
“▲ 

土
砂
災
害
に

対
す
る
備
え

辺

川上支署
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母父

（
辰
介
）
さ
ん

（
仁
美
）
さ
ん

母父

（
勝
行
）
さ
ん

（
千
恵
）
さ
ん

． ... ． ． 

．
 

．．
 
.
.
.
 ‘
 

は
じ
め
ま
し
て
。
＜

ぼ
た
こ
だ
い
で
す
。
ぼ

く
は
パ
パ
そ
っ
く
リ
の

男
の
子
で
す
。
顔
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
頭
の

3

形
が
そ
っ
く
リ
だ
と
よ

．
 

．
 ~

く
言
わ
れ
ま
す
。
歌
と

．
 野

球
が
大
好
き
で
す
。

．
 ど

う
ぞ
1
1よ
ろ
し
く

1
1~

わが家のアイト",し

．．
 

・
・
・
‘
~
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一一一

は
じ
め
ま
し
て
！
僕

．．．
 

一

は
、

ま
あ
君
で
す
。

~

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
大

3
．
 

好
き
で
お
兄
ち
ゃ
ん
達

｛．
 

と
毎
日
戦
い
を
し
て
い

-

ま
す
。

．．
 

一

こ
ん
な
僕
で
す
け
ど

~．
 

み
な
さ
ん
仲
良
く
し
て

．

ね
！
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• 負
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ぽ

た

こ

だ

い

久
保
田
虎
汰
ち
ゃ
ん（柳）

平
成

10
年

10
月
6
日
生

ま
さ
る

勝
ち
ゃ
ん

（
大
平
）

平
成

10年
10
月
2
日
生

ま
る
か
わ

丸
川

． ．．． ．．ヽ●● ● ．． ． ． 
．．．．員•••

．．． 

●●● 平成13年度自衛官等募集案内 ●●● 
募 集 種 目 資 格 受付期間 試 験 期 日 待遇•その他

高卒（見込含） 8月6日～ 1 次次次 9 月月月2 2 H 人隊後約 6年で
航 空学生 2 10 13日～18

21歳未満の者 9月7日 3 （空） 11 11 日～ 12 月日 7 日 3等海・空尉

看 護学生
高卒（見込含） 9月13日～ 1次 10月23日 修学年限 3年看 護 婦

24歳未満の者 10月12日 2次 11月22日～23日 免許取得後 2等陸曹

一般曹候補学生
18歳以上 8月6日～ 1次 9月16日 教育期間約 2年修了後

24歳未満の者 9月7日 2次 10月3日～ 9日 3 等陸•海・空曹

曹 候補士
18歳以上 8月6日～ 1次 9月16日 入隊後約3年経過以降選考

27歳未満の者 9月7日 2次 10月3日～ 9日 により 3 等陸•海・空曹

2等陸・ 男子
18歳以上 年間をま通すじて行っ 受付時にお知らせします。 陸上は2年（技術系3年）、海

27歳未満の者 ており 。
上・航空は3年を 1任期とし

海・空士 女子
18歳 以 上 8月6日～ 9月7日 9月25日～26日 て任用（以降2年を単位）。27歳未満の者

問合せ先 役場新しい町創造課または自衛隊大洲募集事務所まで ff2 4 -4123 

,... 
令年のサマージャンボ宝くじは、

1 等•前後賞合わせて3億円！
2等だって 1憾円！！

~ 

1等
2等

2億円X 44本
1億円X132本

前後賞各5,000万円

0この宝くじの収益金は市町村の明る＜住み良い街づくりに使われます。
《発売期間》 平成13年ワ月 16巳（月）から 8月3日（金）まで。
《抽せん日》 平成13年8月14日（火）
《支払開始日》 平成13年8月20日（月）
この宝くじは遅信叛売で買うこともできます。
昨年のサマージャンボ宝くじ（第411回全国自治宝くじ）の時効
（平成13年8月20日）が迫っておりますのでお忘れなく。

ヽ

6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

で
す
。外

国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・
労
働
条

件
の
確
保
と
不
法
就
労
の
防
止
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
安
定
所
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲

（
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
）

6
2
4
|
3
1
9
1
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲
か
ら
の
お
知
ら
せ

~ 
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引忌＠初レンジ-
保 健 衛 生 保健センター ff34-2340 7月の当直医

＇ー・

種窟 日（躍） 19了- 事 場 所 時 間

3図 健 康 相 談
敷水集会所 9 :30~10:20 
岩谷公民館 10:40~11:30 

4 （水） 元気印教室 保健センター 13:30'"'-'16:00 

6金）
健康づくリ料理教室 中津集会所 10:00,...__, 13:00 
健康相談 ク 13:00"-'13:30 

9国）
骨密 度 測 定

大谷 公 民館 9 :00~11:30 
成 保健センター 9 :00,-....,11:30 

10侠） 乳がん検診
ク 13:00----14:00 

、人 11（水）
結核レントゲン検診 正山公民館 10:00~ 11 :00 
成人病検診 山槌集会所 13:00"-'14:00 

13 ~ 
郷 集 会 所 9 :30------10:20 

保 予子林公民館 10:40,...___, 11 :30 
健 康 相 ＝呂火火

月の尾集会所 9 :30~10:20 
健

16（月）
小薮集会所 10:40------11:30 

17快） 介護者教室 保健センター 9 :30.-....,11 :00 
23（月）リハビリ孝ダ室 肱川町公民館 10:00~ 14:00 

25（水）
羽座谷集会所 10:00~ 11 :00 

結核レントゲン検診 中居谷集会所 13:00~ 14:00 

31侠）
成人病検診 保健センター 9 :30,....., 11 :00 

ク 13:00"-'14:00 
母 18（水） 乳 児 健 診 ク 13:00~14:00 
子 27 (i) 小児生活習慣病予防個別相談 ク 10:00~ 

日（曜） 病院名 電話番号

1 （日）清家産婦人科医院 24-6868 

泉内科医院 24-6407 
8 （日）

菊地内科 52-0209 

15（日）松元産婦人科医院 24-3067 

20 ~ 石川内科医院 24-3306 
般

22（日）小川整形外科医院 23-5596 

29（日）中塚内科医院 24-0606 

月・ 失 市立大 ）州 病院 24-2151 
救

水 加戸病院 24-5101 
急

木～E｝大洲I中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので

あらかじめ、連絡してからお出かけください。

［ 

【収集日】 ワ月 5日（木）16日（月）

＊前日までに指定の場所へ。

【収集地区】 小畑井・萩野尾

汗生 ・肱栄・小薮・大和

中 野 ・鹿 野川 ・大谷地区

不燃物収集
30
回

第

9
回
町
内
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

3
⑳

5
4
因

お
泊
リ
保
育

手
話
敦
室

手
話
教
室

定
例
部
落
長
会

町
立
学
校
1
学
期
終

19 11 4 
（木）（水）（水）

3
図

ヽ
~

1
日（
 
消
防
団
夏
季
幹
部
訓

練業
式

税
出
張
受
入

ー
行
事
予
定
表
ー

I 
【回収日】

ワ月 3日（失） •1 ワ日（失）
31日（失）

＊朝 9時までに役場へ連れて
きてください。

不用犬回収日
行

政

【
日
時
】

7
月
5
日
困

午
後

1
時
30
分
S
4
時
30
分

【
場
所
】
公
民
館
青
年
室

【
相
談
員
】
福
田
保

一

心

配
ご
と
相
談

：
／
月
5
日
⑤

i

相

談

員

福

田

保

i

後
藤

忠

：
ワ
月
23
日
固

一

相

談

昌

笹

木

明

徳

~
玉
井
清

[
【
時
間
】

[

午
後

1
峙
30
分
S
4
時
30
分

[【
場

所

】
公
民
館
青
年
室

相

火
火

―――-
D
 

I 
【収集日】

7月21日（土）

古紙収集日

＊朝 7時までに

指定の場所へ。

■や
す
ら
か
に

■

川
木
泰
子
さ
ん

(73
歳
・
下
鹿
野
川
）

高
見
重
正
さ
ん

(89
歳

・
下
敷
水
） ¢

 

社
会
保
険
一
日
出
張
相
談
所

大
洲
商
工
会
議
所

7
月
5
日
因

・
18
因

内
子
町
商
工
会

ワ
月
6
日
⑨
・

19
因
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六
月
一
日
付
肱
川
町
の
人
事
異
動
に
伴
い
当
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑯
事
務
局
長

、
三

瀬

健

⑲

事

務

局

長

片

山

政

⑲

専

門

員

徳

本

幹

人
事
異
動
に
つ
い
て

五
月
二
十
九
日
、
肱
川
町

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
十
二
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
の
審
議
が

行
な
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
の
方
々
も
役
職
の
交

代
に
よ
り
五
人
が
新
理
事
と

し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
評

議
員
は
別
表
の
方
々
で
す

が
、
二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

山
【
監 沖大

寿治一 事
】

崎 田

修

退

立

志

平成12年度社会福祉協議会決算額

●一般会計 収入ワ，771,630円

支出ワ，273,28ワ円

●心配ごと相談会計

収入 292，ワ28円

●貸付金会計

収入 958,709円

●まごころ金庫会計

収入 12,889,870円

支出

支出

支出

200,780円

0円

3,092,975円

野

社会福祉法人
肱川町社会福祉協議会評議員名簿
＊任期平成13年5月26日～平成15年 5月25日まで

所属機関役職名 氏 名 所属機関役職名 氏 名

議会総務委員長 福山 保 予子林小学校長 横田 治

部落長地区代表 上岡 茂 肱川分校教頭 和田恒男

// 岩田 昭 中学校PTA副会長 中野真二

I/ 森 繁 正山小PTA会長 瀧野隆志

// 冨永公徳 中野小PTA会長 土居裕二

” 松田福市 大谷小PTA会長 高田栄治

愛中媛央たい支き農所脇肱長川 西永善矩 予子林小PTA会長 東 六吉 — 
肱川町森林組合長 河野美治 民生委員副会長 山下 博

川上商工会長 久保田仁之 遺族会長 下石 勲

肱川中学校長 加洲典理雄 身障者更生会会長 安川武志

正山小学校長 垣見節子 保護司代表 中塚 J中じ‘‘

中野小学校長 清水嘉之 町 助 役 宮田 章

大谷小学校長 伊達祥一

【
新
理
事
】

久

保

田

仁

渡

邊

弘

武

冨

永

雄務之

f
3
緯
饂
饂
よ
暢

理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催 肱川町社会福祉協議会

匹 (0893)34-2312 

当
町
更
生
会
で
は
、
五
月
二
十

日
松
山
市
総
合
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
た
、
第
四
十
回
愛
媛
県
身
体

障
害
者
体
育
大
会
の
応
援
に
会
員

十
一
名
が
参
加
し
、
喜
多
郡
か
ら

出
場
し
た
選
手
に
声
援
を
送
り
ま

し
た
。
そ
し
て
帰
り
は
高
縄
山
へ

寄
り
食
事
を
す
る
な
ど
し
て
、
会

員
同
志
の
交
流
を
深
め
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

五
月
の
身
障
書
更
生
会

活
動
輯
告
に
つ
い
て

13 I社協だより



森
林
組
合
だ
よ
り

「
え
ひ
め
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス
タ
ニ

0
0
1
」
開
催

五
月
二
十
五
日
に
松
山
市
中

野
町
に
あ
る
愛
媛
県
森
林
組
合

連
合
会
中
野
事
業
所
で
、
同
連

合
会
主
催
の
「
え
ひ
め
フ
ォ
レ

ス
ト
フ
ェ
ス
タ
ニ

0
0
1
」
が

開
催
さ
れ
、
会
場
内
の
椎
茸
購

買
セ
ン
タ
ー
で
は
、
肱
川
町
か

ら
の
二
十
二
人
を
含
む
県
内
椎

茸
生
産
者
及
び
林
業
関
係
者
約

五
百
人
が
集
ま
り

「第
四
十
三

回
愛
媛
県
し
い
た
け
祭
り
」
が

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
フ
ェ
ス
タ
開
会

式
の
中
で
表
彰
が
行
わ
れ
、
肱

川
町
か
ら
は
優
良
素
材
の
部
で

堀
井
一
男
氏
が
林
材
業
振
興
会

議
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

十
時
四
十
分
か
ら
し
い
た
け

生
産
者
大
会
が
行
わ
れ
、
椎
茸

栽
培
は
再
生
可
能
な
資
源
（
森

林
）
を
活
用
し
た
地
球
に
優
し

い
生
産
方
法
で
あ
り
、
又
、
ク

ヌ
ギ
林
等
の
育
成
は
国
土
保

全
•
水
源
か
ん
養
・
地
球
温
暖

化
防
止
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
産
椎
茸

と
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

一
生
産
基
盤
の
充
実

①
ほ
だ
場
環
境
の
改
善

（
作
業
道
の
整
備
、
人
工
ほ

だ
場
の
導
入
）

②
生
産
性
の
向
上

（
散
水
施
設
、
防
風
垣
等
の

設
備
導
入
）

ニ
ク
ヌ
ギ
原
木
林
の
有
効
活

用
と
、
維
持
管
理
に
対
す

る
助
成
、
又
、
安
定
価
格

を
実
現
す
る
た
め
の
政
策

と
し
て
、

①
乾
し
い
た
け
に
対
す
る
セ

ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動

②
消
費
宣
伝
活
動
の
更
な
る

充
実

③
公
共
機
関
で
の
積
極
的
な

消
費
拡
大

④
価
格
保
障
制
度
導
入
の
検

寸――lltI 

が
提
案
さ
れ
、
大
会
決
議
と
し

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
し
い
た
け
共
進
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
選
物
五
百
五
点
、
箱
物
六

百
十
二
点
、
ほ
だ
木
育
成
―
二
十

一
点
の
出
品
の
内
、
農
林
水
産

大
臣
賞
を
は
じ
め
各
入
賞
者
が

表
彰
さ
れ
、
肱
川
町
か
ら
は
四

名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
通
り
。

〈
特
選
物
の
部
〉

・
県
森
連
会
長
賞

優
良
賞上

田
逸
氏
（
ど
ん
こ
）

努
力
賞西

本
資
久
氏
（
ど
ん
こ
）

〈
箱
物
の
部
〉

•
愛
媛
県
知
事
賞

土
居
哲
雄
氏
（
こ
う
こ
）

・
県
森
連
会
長
賞

努
力
賞三

生
時
光
氏
（
ど
ん
こ
）

椎
茸
栽
培
は
林
業
に
お
け
る

重
要
な
短
期
換
金
作
目
で
あ
り
、

こ
の
椎
茸
栽
培
が
衰
退
す
る
こ

と
は
肱
川
林
業
の
衰
退
に
つ
な

が
り
ま
す
。
今
回
の
受
賞
に
よ

り
尚
一
層
の
生
産
意
欲
と
品
質

の
向
上
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

受
賞
さ
れ
た
堀
井
氏
の
優
良
材
は
昭
利
四
十
七

年
植
林
、
適
期
に
枝
打
等
を
さ
れ
若
木
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
枝
打
・
素
材
の
美
し
さ
が
審
査
の
対

象
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

又
、
販
売
単
価
は
桧
―
二

m
末
口
十
六

em
i
十
八

em
で
一
本
当
り
一
万
三
千
円
（
立
米
単
価
十
四
万
五

千
円
）
の
販
売
で
し
た
。
長
年
木
材
単
価
の
低
迷

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
優
良
材
の
販
売
に
お
い
て

は
ま
だ
ま
だ
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

尚
、
堀
井
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本
年
度
よ
り

愛
媛
県
指
定
の
指
導
林
家
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
、
肱
川
林
業
の
よ
り

一
層
の
発
展
に
ご
尽
力
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

受賞の様子（堀井一男氏）
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購買だより

（
ク
ロ
ー
ラ
ー
）

運

搬

車

購

入

に

助

成

が

あ

り

ま

す

。

・
刈
払
い
機
の
特
別
セ
ー
ル
実
施
中

•
新
時
代
の
安
全
刈
刃
好
評
発
売
中

特
殊
樹
脂
を
使
用
し
た
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
安
全
刈
刃
で
す
。

ナ
イ
ロ
ン
コ
ー
ド
の
安
全
性
に
加
え
金
属
刃
の
切
れ
味
を
実
現
。

替
え
刃
は
エ
具
不
要
で
ワ
ン
タ
ッ
チ
装
着
。

愛媛県しいたけ祭り 会場の様子

椎茸・木材取扱推移

乾燥椎茸取扱（森組） 木材取扱（森組）

年度 数量 (kg) 単価（円） 金額（万円） 数量 (mり 単価（円） 金額（万円）

1 37,559 3,217 12,083 2,101 17,042 3,580 
2 27,740 3,479 9,651 3,106 19,945 6,194 
3 31,185 4,090 12,756 3,703 19,145 7,089 
4 29,443 3,929 11,570 3,116 21,076 6,567 
5 21,710 3,321 7,210 3,255 25,118 8,175 
6 24,296 3,130 7,606 4,493 24,819 11,151 
7 25,618 2,379 6,096 3,433 23,546 8,083 
8 16,572 3,242 5,372 3,556 26,499 9,423 ， 14,928 4,050 6,047 2,607 19,022 4,959 
10 11,373 3,329 3,786 2,231 15,625 3,486 
11 11,007 2,861 3,150 2,183 18,978 4,143 
12 15,743 1,991 3,135 3,126 15,659 4,895 

優良材生産は直材づくりから！

県森連市 況 平大成洲木13年市 5月26日市

長さ□径級門 杉 桧 松

直 曲 り 直 曲 り

8下 300 192 380 190 
9-10 340 380 
11-12 285 387 
13 

4m 14-16 13,000 9,500 30,400 23,000 
18上冗 16,000 
18上2番 15,500 11,100 32,560 27,400 
24上冗 20,000 
24上2番 17,000 11,000 33,510 29,300 

大曲り 4,500 8,390 
8下 130 100 200 90 
9 -10 190 190 190 190 

3m 
11-12 7,000 10,300 
13 7,700 5,000 18,200 11,610 
14-16 14,060 7,800 28,700 23,500 
18上 16,880 13,300 31,500 28,990 15,000 
24上 15,300 9,800 26,800 20,300 18,000 

6m 
14-16 20,000 16,000 46,500 36,700 
18上 20,000 16,000 41,600 38,900 

市況
梅雨期に向かい製品の荷動きの悪さと虫害の心配から

当用買いに終始。

椎茸生産はクヌギ林造成から！

1乾椎茸市況（松山椎茸市場） 1

市売日・..平成13年 5月15日

市売総数… 1,475ケース 26,890kg 

平均単価… 3,811円

銘柄別単価

銘柄 価 格 相場 銘柄 価 格 相場

一テ つ`  L ア 6,500-20,000 強 特用大 3,200-3,800 保

大 厚 4,500-7,000 強 特用中 4,000-4,800 保

中 厚 5,200-8,000 強 特用中小 3,600-4,500 保

中 小 厚 3,900-6,000 強 特 用 小 2,800-3,500 保

小 厚 2,000-4,000 保 大バレ 2,000-2,400 保

大ウス 3,400-15,000 強 中バレ 2,000-2,400 保

中ウス 3,500-6,400 強 中小バレ 1,800-2,300 保

中小ウス 3,000-5,000 保 小バレ 800-1,000 保

小ウス 1,800-3,500 保 赤欠 形 1,200-2,000 保

ジャミ 800- 1,600 保 色悪ウス 700-1,500 保

どんこ大 6,000-8,900 強 色悪バレ 400- 800 保

どんこ中 4,400-12,000 強 小粒ドンコ

どんこ小 2,500-3,600 保 スライス 1,500-5,800 保

概況 品評会市を開催。本年の作柄から中小～小葉出品が多く、全体の約

40％を占めた。こうこ～こうしんの良品は買気強く強保合。その他

の銘柄は保合～やや強保合で推移した。これから梅雨に入ります。

出荷を済まされてない方は、早めにご出荷下さい。

15 I森林組合だより



量鰤I叶l醇9I『夢露え瘤一69食会」l
（町内小学校）

町
内
小
学
生
を
対
象
に
、
少
年

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
五
月
二
十
日

□

に
町
民
運
動
場
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

低
学
年
は
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

を
行
い
、
高
学
年
は
、
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
—
ル
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
は
、
キ
ュ
ー

（
棒
）
で
デ
ィ
ス
ク
（
円
盤
）

を
押
し
て
得
点
を
競
う
ゲ

ー
ム
で
、
初
め
て
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
も
少
し
の

練
習
で
す
ぐ
に
上
達
し
競

技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
は
、
学
校
区
に
関
係
な
く
チ

—
ム
を
編
制
し
、
チ
ー
ム
内
で

作
戦
を
立
て
て
試
合
を
行
い
ま

し
た
。子

ど
も
た
ち
は
、
一
生
懸
命

試
合
を
行
い
、
お
互
い
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

編集•発行

肱川町公民館

匹 (0893)34 -2307 
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第
十
四
期
お
四
国
学
級

は
、
五
月
一
―
十
一
日
か
ら
二

十
三
日
ま
で
最
終
の
和
歌
山

県
高
野
山
に
行
き
ま
し
た
。

初
日
は
、
午
前
六
時
に
公

民
館
を
出
発
し
、
そ
の
日
に

高
野
山
奥
の
院
を
参
拝
し
ま

し
た
。
二
日
目
に
奈
良
県
の

東
大
寺
や
薬
師
寺
を
見
学

し
、
三
日
目
に
法
隆
寺
と
淡

路
島
の
野
島
震
災
記
念
館
を

見
学
し
帰
町
し
ま
し
た
。

全
員
匹
気
に
お
四
国
学
級

を
修
了
し
ま
し
た
。

第
十
五
期
お
四
国
学
級

が
、
第
一
回
目
の
研
修
を
五

月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
一
―

泊
三
日
の
旅
程
で
実
施
し
ま

し
た
。今

回
は
、
徳
島
県
の
第
八

番
札
所
熊
谷
寺
か
ら
高
知
県

の
第
二
十
八
番
札
所
大
日
寺

ま
で
の
二
十
一
か
寺
の
参
拝

と
龍
馬
歴
史
館
や
青
年
大
師

像
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

初
日
か
ら
天
気
も
よ
く
、

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
元

気
に
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
四
期
お
四
国
学
級
第
十
五
期
お
四
国
学
級

（
高
野
山
編
）
（
徳
島
・
萬
知
編
）
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自宅がキャンパス
一放送大学（教養学部）平成13年度第2学期学生募集一

「放送大学」

放送大学とは？
放送大学はテレビ・ラジオを利用して授業を行う正規の大学です。 4年以上在学し所定の単

位を修得すれば、「学士（教養）」の学位が取得できます。

幅広い分野の約320科目をそろえ、 1科目からでも学ぶことができます。入学試験はありませ

ん。 18歳以上であれば誰でも全科履修生として入学できます。 15歳以上であれば誰でも選科 ・

科目履修生として入学できます。短期大学・専門学校などからも 3年次編入学ができます。

「教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座」が利用できます。

募集学生
全科履修生（卒業を目指す学生）
選科履修生 (1年間在学する学生）
科目履修生 (1学期間「6か月」在学する学生）

出願受付
平成13年 8月15日（水）まで

視聴方法
スカイパーフェク TV!
（テレビ205ch・ラジオ500ch)全国放送中！

地上放送
（テレビUHF16ch・ラジオFM77.1MHz)
関東地域

CATV 
放送大学の番組を放送している CATV局で
視聴できます。

平成14年4月から大学院生の受入れ開始！

〇修士全科生（募集人員500名）
【文化科学研究科文化科学専攻】

（プログラム：総合文化、政策経営、教

育開発、臨床心理）

■大学院願書受付
平成13年9月1日（土）～平成13年9月14日（金）

※修士科目生については、平成13年12月15
日から願書受付

［資料請求•お問い合わせ】
T790-0826 松山市文京町 3番（愛媛大学内）

放送大学愛媛学習センター
放送大学ホームページ

http:/ /www.u-air.ac.jp/hp 
※ホームページからでも募集要項の請求ができます。

資料請求フリーダイヤル 0120-864-600 

肱川町立図書館になりました

こ任と移内民月そつか だの臭し
とのにし＾館ーのつら担さ宝く
は職な図旧か日甲要い当る庫てた

、:9りファインダー I
嘉員つ書歯らか斐望ろと方だもが
はかた館科 保 ら が も い し も ー 図 、雰そくんし書薄館

し配゜に診健図あしろていと書一囲そ読と込架暗の肱
い置併改捩セ書つてとはる言室古気る書もまとぃ図川
゜させめ所ン室て、き努‘°つはくでよ意かれ本部書町
れてる- 夕を ャカ以 て知てはう欲び‘が屋室公
た専こへ l公六:し前 ＜識もななを臭な押には、民

し
か
し
な
が
ら
、
難
問

が
す
べ
て
解
決
し
た
訳
で

は
な
い
。
三
万
冊
余
り
の

本
を
何
を
基
準
に
し
て
整

理
し
て
い
く
か
、
頭
の
痛

い
問
題
で
あ
る
。

今
後
は
、
公
民
館
の
管

理
下
に
あ
る
図
書
館
に
ぜ

ひ
と
も
専
任
の
司
書
を
置

い
て
ほ
し
い
。
図
書
の
仕

事
は
、
他
の
業
務
の
片
手

間
に
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
司
書
が
い
れ
ば
、

諸
々
の
こ
と
を
専
門
的
に

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
共
図
書
館
の
よ
う
な
規

模
は
な
く
て
も
、
よ
く
考

え
ら
れ
た
蔵
書
と
サ
ー
ビ

ス
を
町
民
に
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
り
公
民
館
活
動
も
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

叶公民館報
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．~ 、＇ ~ -'、全国大会に出場する子どもたち

全
国
大
会
出
場

糸
東
会
空
手

形
の
部

三
瀬
裕
貴
（
市
之
詣
）

山

口

航

（

大

和

）

紺
屋
沙
也
乃
（
町
外
）

紺

屋

優

介

（

町

外

）

一一一一一一一一一一一一一

喜
一
回
（
月

・
金
）
公
民
館

一一

集
会
室
で
空
手
（
糸
東
会
指

i

六
月
三
日
第
二
十
二
国
町

内
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
が
町
民

一

導
者
清
水
良
治
さ
ん
）
を
練

―

習
し
て
い
ま
す
が
、
五
月
十

i

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

三
日
に
北
伊
予
中
学
校
で
第

一
た
。
結
果
は
次
の
と
お
リ
で

一

四
十
一
⑬
空
手
道
糸
東
会
全

一
す。

一

国
大
会
の
予
選
が
行
わ
れ
、

一一

広
11
か
ら
組
み
手
・
形
の
剖

―
老
年

1
部

一

C

)

 

に
二
十
人
が
参
加
し
、
最
終

一
第
一
位
大
谷

A

チ
—
ム

還
考
に
残
っ
た
七
人
が
八
月

ー

第

二

位

大

谷

B
チ
ー
ム

五
日
に
大
阪
市
立
中
央
体
育

一

第
三
位
小
薮

B

チ
—
ム

一

館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

一一

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
リ
ま

一
老
年
Il
部

一

第

一

位

大

谷

D
チ
ー
ム

一一

し
た
。
全
国
大
会
出
場
者
は
、

・

次
の
と
お
リ
。
皆
さ
ん
頑
張

~
第
二
位
正
山

C

チ
ー
ム

一

っ
て
く
だ
さ
い
。

一

第

三

位

小

薮

D
チ
ー
ム

一一
L
 

組
み
手
の
部

三

瀬

裕

貴

山

口

航

中
居
優
一
朗

（
市
之
畦
）

（
大
和
）

（
上
底
野
川
）

►

大
谷
地
区
が
各
部
と
も
＿
位
を
独
占

一一一一一一一一-
※

各
部
一
位
の
チ
—
ム
は

一

九
月
三
十
日
に
行
わ
れ
る

一

八
幡
浜
地
方
大
会
に
出
場

~
し
ま
す
。

一
般
の
部

第
一
位

第
二
位

第
三
位

大
谷
C
チ
ー
ム

予
子
林
A
チ
ー
ム

小
薮
C
チ
ー
ム

20
チ
ー
ム
が
参
細

町
内
ク
）ロ
ッ
ケ
ー
大
会
圃
催

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
不
合
理
や

矛
盾
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ
は

な
ん
と
も
や
リ
き
れ
な
い
気
持

ち
に
な
っ
た
時
や
、
腹
が
立
っ

て
、
心
の
底
か
ら
怒
リ
が
こ
み

上
げ
て
く
る
と
き
な
の
で
す
。

で
も
、
そ
の
気
持
ち
を
ど
う

処
理
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
リ
、
あ
る
い
は
、
自

分
さ
え
我
慢
し
て
お
け
ば
い
い

と
す
ま
す
こ
と
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
う
し
た
世
の
中
に

生
き
て
い
る
と
、
「
み
ん
な
が

黙
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
生
活
態
度
で
何

年
も
暮
ら
し
て
い
る
と
慣
れ
て

し
ま
っ
て
、
差
別
が
あ
っ
て
も

鈍
感
に
な
リ
、
そ
れ
が
当
た
リ

前
の
こ
と
と
し
て
受
け
取
れ
る

ょ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
悪
く
す
れ
ば
、
社

会
の
不
合
理
や
矛
盾
に
苦
し
み

な
が
ら
の
生
活
で
す
か
ら
、
他

人
を
見
下
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
を
慰
め
る
と
い
っ
た
こ
と

に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
生
活
が
よ
リ
向

上
し
、
幸
せ
な
暮
ら
し
を
実
現

肱
川
中
教
頭
坂
本

三
雄

さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
不
合

理
や
矛
盾
に
気
づ
き
、
何
が
そ

の
よ
う
な
結
果
を
招
い
た
の
か

そ
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
と

信
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
こ
と
は
、
地
域
・
社
会
、

あ
る
い
は
、
職
場
な
ど
の
多
く

の
人
の
力
を
結
集
し
、
み
ん
な

で
考
え
、
解
決
の
方
法
を
見
つ

け
だ
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す。
学
校
で
は
、
身
の
回
リ
の
生

活
や
、
現
在
の
社
会
に
目
を
向

け
さ
せ
、
人
と
し
て
互
い
に
尊

重
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ば
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
活
の
中
の
矛
盾
や
不
合

理
を
克
服
す
る
力
を
養
い
、
さ

ら
に
、
差
別
に
対
す
る
正
し
い

見
方
や
考
:
方
を
中
心
に
、
差

別
し
な
い
、
差
別
に
負
け
な
い

差
別
を
許
さ
な
い
児
童
生
徒
を

育
て
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

同
和
同
題
の
解
決
も
、
一
人

一
人
が
そ
の
本
質
を
正
し
く
認

識
し
、
学
校
．
家
庭
・地
域
社
会
の

人
々
と
と
も
に
連
帯
し
て
差
別

解
消
に
努
め
る
こ
と
が
、
我
々

の
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
に
は
、
「
人
権
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
み

な
さ
ま
全
て
の
学
習
の
場
と
な

リ
ま
す
こ
と
を
念
じ
て
お
リ
ま

す。

2001. 6 I 1 s 



今
月
の
メ
ニ
ュ
ー

0
平
成
十
三
年
度

青
年
団
新
役
員
発
表
＂
~

合
年
度
は
こ
の
メ
ン
バ

ー
中
心
に
頑
張
リ
ま
す
。

0
青
年
団
長
の
あ
い
さ
つ

沖
田
修
二
さ
ん
に
抱
負

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

0
今
月
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

徳
本
真
由
美
さ
ん

•

井

脇
清
美
さ
ん
の
二
人
で
す
。

青年団だより

A らu k A 
風をおこして～

．．
．．．
．．
．．．．
．．．
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••••• 

が
出
来
て
な
か
っ
た
よ
う
に
一

思
え
ま
す
。
今
回
青
年
団
長
[

[

団
長
あ
い
さ
つ

r
 

に
な
っ
た
事
を
き
っ
か
け

i

二

]

／
f
 

長
修
に
、
合
ま
で
以
上
に
活
動
を
[

1
t
Jイー

．ノ

6
 

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
[

合
年
も
青
年
団
は
、
ス
ポ

i

n
i□畠

ま

す

。

一

こ
の
程
、
青
年
団
長
を
務
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
、
他
の
青
年
[

：
め
る
事
と
な
リ
ま
し
た
沖
田
団
と
の
交
流
等
幅
広
く
活
動
一

二

合

。

し

て

い

く

予

定

で

す

。

ど

う

一

一

青
年
団
に
入
団
し
て
、
今
す
れ
ば
よ
リ
よ
い
青
年
団
に
一

乙
年
で
五
年
目
に
な
リ
ま
す
な
る
か
、
考
え
、
楽
し
く
や
っ
一

｀
竺
振
リ
返
っ
て
み
る
と
、

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

[

一
役
貝
の
方
々
に
頼
っ
て
ば
か
す
。
皆
様
、
今
後
の
御
指
導
[

ロ
リ
で
積
極
的
な
青
年
団
活
動
よ
ろ
し
く
お
顆
い
し
ま
す
。
・

．．．
．．．．
．．．．．．．
．．
．．
．．．
．．
．．．．．
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• 

平成 13年度
青年団新役員発表 ！

団 長 沖田修二

副 団 長 ・ 冨永美登里

事務局長 兵頭浩二

事務局次長 金野友樹

ク 松森智治

4公、
計 清水早苗云

広報部長 沖野恵三

広報 部 員 宮田 光

ク 中川直美

ク 徳本真由美

ク 井脇清美

~
 

は
じ
め
ま
し
て
。
井
脇
清

美
と
い
い
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
の
方
で
働
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
、
分
ら
な
い

こ
と
ば
っ
か
リ
で
す
。
青
年

団
で
は
広
報
墜
昌
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
リ
ま

し
た
。
の
ん
び
リ
屋
で
マ
イ

ペ
ー
ス
な
性
格
な
の
で
、
い

ろ
い
ろ
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

井脇 清美

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て

四
月
か
ら
役
場
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
リ
ま
す
徳
本
で
す
。

青
年
団
で
は
、
広
報
唖
員

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な

リ
ま
し
た
。

青
年
団
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

や
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
生
懸
命
頑
張
リ
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

シご驚遭こ 、マ

徳本真由美

．．
 
，
 

平
成
十
三
年
度

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
紹
介

う
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸

命
が
ん
ば
リ
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
顆
い
し
ま
す
。

②
 

＠
息
叉
滸
◎
絨
苓
饂
蕊
ふ
寮
R
R

＠

青
年
団
員
募
集
"
"

@

②
 

委
現
在
の
青
年
団
の
団
昌
委

e

e

 

②
数
は
、
二
十
五
名
程
度
で
字

＠
す
が
年
々
減
リ
つ
つ
あ
リ
＠②

 
＠
 

ふ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
入
団
し

8
て
み
よ
う
と
思
う
方
も
入
②函

e
団
す
る
の
は
絶
対
に
嫌
だ

ee
 

函
と
思
う
方
も
、
だ
ま
さ
れ

e
 

亭
た
と
思
っ
て
気
軽
に
入
っ
②＠

 
②
 

＠
て
み
ま
せ
ん
か
の
・

②
席
懸
笠
懸
色
笥
◎
も
棗
芍

編
集
あ
と
は
な
し

平
成
十
一
＿
＿
年
度
が
始
ま
っ

て
一
回
目
の

A
S
U
K
A
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
で
し

た
か
の
・
今
年
は
新
メ
ン
バ
ー

が
二
人
加
わ
リ
、
青
年
団
も
、

い
つ
も
以
上
に
い
ろ
い
ろ
と

と
リ
く
ん
で
い
く
計
画
で
す
。

A
S
U
K
A
も
皆
さ
ん
が
次

号
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る

ょ
う
な
物
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
で
は
次
号

で
お
あ
い
し
ま
し
ょ
う
。
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肱
川
町
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
行
委
昌
会
で
は
、

五
月
二
十
六
日
「
思
い
や
リ

の
あ
る
、
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
リ
」
の
一
環
と
し
て

高
齢
者
及
び
身
障
者
と
の
ふ

れ
あ
い
の
旅
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
十
八
人
、

こ
の

内
、
車
椅
子
を
必
要
と
す
る

方
三
人
で
、
肱
川
を
午
前
七

時
半
出
発
し
、
目
的
地
で
あ

る
緑
と
瓦
と
エ
ネ
ル
ギ
—
の

町
菊
間
町
に
午
前
九
時
半
到

着
し
ま
し
た
。

ま
ず
霊
験
あ
ら
た
か
な
厄

除
大
師
遍
燦
院
を
参
拝
し
、

十
時
十
分
か
わ
ら
館
で
焼
き

物
作
リ
に
挑
戟
し
ま
し
た
。

こ
の
時
ば
か
リ
は
み
ん
な
童

心
に
か
え
リ
花
瓶
や
ド
ラ
エ

モ
ン
、
般
若
等
思
い
思
い
の

作
品
に
取
リ
組
み
ま
し
た
。

＼

，
 （

 
へんじょういん

遍照院で厄ばらいをしました

熱心に瓦の粘土細工に取り組む参加者のみなさん

＿二人の先生方の指導のも

と、二時間程かかリまし

たが、出来た時の喜びは

また格別でした。作品は、

五日ぐらい陰干しし、上

薬を湿布して千度から千

五十度の高温で焼き上げ

られ、約二十峙圏密閉さ

せていぶされ、完成は、

約一か月後になるとのこ

第5回

ふ
--,れ
瓦のあ

遍2
Bヽヽ召ヽヽしっ・, 
さわやか

ボランティア

ま
ち
《
酷
琴
gl

と
で
し
た
。
み
ん
な
初
め
て

の
体
験
で
し
た
の
で
こ
と
の

外
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
往
復
の
バ
ス
の
中
で
は
、

ミ
ッ
ク
ス
コ
ー
ラ
ス
、
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
ゲ
ー
ム
、
ユ
ー
モ

ア
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
迷
句
づ
く

リ
等
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「
来
年

も
是
非
お
顆
い
し
た
い
」
と

の
全
員
の
希
望
の
声
を
後

に
、
午
後
五
時
五
分
帰
EBJ
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
年
寄
や

i 

下で＇守暑心云房デ一竺丑 9L.7 
疇

」

みんなで記念撮影 （菊間町かわら館）

忘
れ
物菊

間
の
空
は
五
月
晴

瀬
戸
内
を

今
日
は
楽
し

い

瓦
館

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
、
身
近
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
新
し
い
町
創
造
課

6
3
4
~
3
1
1身

障
者
の
皆
さ
ん
が
少
し
で

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動

を
目
指
し
頑
張
リ
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ー
迷
句
づ
く
り
の
中
か
ら
ー

~
今
月
号
か
ら
表
紙
の
レ
イ

~
ア
ウ
ト
が
新
し
く
な
り

、

活

．
 

~
字
も
少
し
大
き
く

な
っ
て
読

~
み
や
す
く

な
り
ま
し
た

。

~
文
字
も

青
や
緑
の
色
が
入

．
 

＂
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
明
る
い
紙

．
 
．
 

~
面
に
な
っ
て
い
ま
す

。

．
 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

｀
 

~

お
わ
び
し
て

．
 

訂
正
し
ま
す

．
 

．
 
．
 
．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

~
五
月
号
七
ペ
ー
ジ
「
む
し

亡
困
ゼ
ロ
の
子
ど
も
た
ち
」
の

~
上
田
有
莉
奈
ち
ゃ
ん
（
道
野

．
 
．
 

"
尾
）
の

ふ
り
が
な
は
、
「う

．
 

？
を
だ
ゆ
り
な
」
の
誤
り
で
し

．
 

｝
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

~
す

。

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 
．
 

．
 
．
 

．
 

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

．
 

．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

．．翌

霞
-面
]屡
―國
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